
 日本ＣＡＴＶ技術協会では、２０１４年度に日本を含む、「諸外国の放送・通信システ

ムに関する技術動向調査」を行ったが、２０１５年度も引き続き、放送システムに関する技

術動向や、 DOCSIS3.1、ＰＯＮシステム等の次世代通信システムなどの調査を行った。 

 

 ２０１５年度は、通信の広帯域化やＵＨＤＴＶ伝送に利用できるシステム技術動向、 

4Ｋ･8Ｋなどのサービス動向について、特に海外の最新動向の調査を進めるとともに、日本の

放送業界の新たな動きについても、調査対象とした。 

 

本講習会は、昨年行った「新放送システムおよび通信システムの技術動向調査」の 

アップデート版として、最新技術動向について説明を行う。 

 

テーマ③： 「新放送システムおよび通信システムの最新技術動向」の講習会内容 
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